
人財育成のための協働学習の設計者育成プログラムの開発 
Program Development for Instructional Designers of Collaborative learning  

 
望月 紫帆   日高 由紀   西之園 晴夫 

Siho Mochizuki      Yuki Hidaka     Haruo Nishinosono 
 

特定非営利活動法人学習開発研究所 
NPO Institute for Learning Development  

 
＜あらまし＞ 知識基盤社会においては，授業や研修において主体的な学習を育成するプ

ログラムを設計できることが急務とされ，文部科学省，経済産業省，厚生労働省のいずれ

の人材育成においても，能力や特性に応じた学びや協働学習(協同学習と同義として使用す

る)の開発が公式に求められるようになっている．このような学びにおけるイノベーション

は，授業設計のできる専門家育成や企業内研修においても課題である．そこで本研究では，

これまでの実践経験から協働学習を活用した人財育成を目指す設計者のスキルアップの場

とプログラムを構築するための課題を一部抽出し，検討した結果を報告する． 
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1. 本報告の背景と問題提起 
1.1. 学校教育で期待される能力 

知識基盤社会においては，激しい変化に対

応するために，授業や研修において主体的に

学ぶことや，協働で学ぶ場を設計できるよう

になることが急務となっている． 
学校教育においては文部科学省が平成 23

年から実施した「学びのイノベーション事業」

で，能力や特性に応じた学びや協働学習の開

発が公式に求められるようになった．こうし

た動きは，経済協力開発機構（OECD）によ

る学習到達度調査（PISA）や，DeSeCo プロ

ジェクトにより報告されたキー･コンピテン

シー（Dominique et al.2003/2006）の影響に

よるものと考えられる．これに伴って，新学

習指導要領における「生きる力」が再定義さ

れ，大学教育では「学士課程教育の構築に向

けて」（平成 20 年度中央教育審議会答申）に

て，学士レベルの資質能力（学士力）として

「知識・理解」だけでなく，「汎用的技能」「態

度・志向性」「統合的な学習経験と創造的思考

力」をとりあげており，協働的な問題解決や

知識創造する力を保証する必要があることが

明示された（文部科学省 2008）． 
これらの教育目標が提示されているとい

うことは，同時に，こうした授業を構築でき

る教員の育成が望まれていることを意味して

いる．このとき，教員がどのように能力を高

めるかが課題である．第 74 回中央教育審議

会（文部科学省 2011）における「教員の資

質能力向上 特別部会」の審議経過報告書「教

職生活の全体を通した教員の資質能力の総合

的な向上方策」には，教職生活の全体を通じ

て自発的に資質能力を高めること，とくに増

加する若手教員に求められる資質としてチー

ムで対応する力量の向上への期待が示されて

いる． 
 

1.2. 産業界において期待される職能 
 一方で，産業界においても団塊世代の引退

による技能継承が問題となり，個々の職能に

応じたキャリア形成が課題となっている．厚

生労働省は，企業が求める職能を主体的に構

築していくために，職業能力評価基準を示し

ているが，その中でもチームワークやコミュ

ニケーション能力は多くの職種で共通して習

得すべき項目として取り上げられている．ま

た，経済産業省では，平成 18 年から「社会

人基礎力」として，「前に踏み出す力」・「考え

抜く力」・「チームで働く力」の 3 つの能力を

提示しており，さらに厚生労働省では平成 16
年から 21 年度まで「就職基礎能力」として，

「コミュニケーション能力」，「職業人意識」．

「基礎学力」，「ビジネスマナー」，「資格取



 

得」の５つを示していた．これらのことから，

学校教育に限らず，社会人として生活する中

での学習を含め，広く高等教育において協働

で学ぶ能力を高めることが期待されている． 
 
1.3. 問題提起 
 このように，あらゆる場で力を合わせて働

く能力を持つ人財の育成とともに，そのよう

な場を構築できる人財の育成もまた期待され

ている．こうした人財育成の過程においては，

その育成のコストへの配慮も含め，多様な背

景や能力および目標をもつ人々がともに高め

合う枠組をどのように構築できるかが課題と

なるであろう． 
そこで，これらの課題に留意しながら，

各々の現場に即した研修および授業の設計を

行うことが可能な設計者の育成プログラムを

開発する必要がある． 
 
2. 本報告の目的 

本報告は，人財育成において協働学習を設

計するための能力を高めるプログラムの開発

にあたって，その試行講座を計画し，本格的

な実施に向けて発展的課題を抽出することを

目的とする．そこで，とくにつぎの 3 点につ

いて整理することにした． 

・協働学習のためのこれまでの取り組み 

・プログラムの構想 

・試行プログラムから課題を抽出する方法 

 

3. これまでの取り組み 
3.1. 大学での協働学習(1999~現在) 
3.1.1 第 1 期：依存から自律へ(1999~2002) 

大学での実践は，私立大学の教職必須課目

において，2 年生を中心とする 200 名以上の

学生の依存的な授業から自律的な学習に転換

することが挑戦課題であった．その理由は，

大学全入時代に入りつつあり，初年次にきめ

細かな指導などが求められ始めたが，実際は

少人数制などで丁寧に指導することによるコ

ストパフォーマンスの問題から，このように

大講義室での展開を余儀なくされていたため

である．そこで，できるだけ教育コストを抑

えながら高い質の学習の実現を目指して，基

本的に 6 人ずつのチームを構成し，テキス

ト・印刷資料・携帯電話等のモバイル機器を

用いて，「理想の学校を構想し，そこでの学習

指導法を展開せよ」というプロジェクトタイ

プで展開した(西之園他 2006)．なお，このと

き学内 LAN を利用することで，大量の配布物

や提出物を管理することが容易になった． 

これにより，高い出席率を確保し，一人ひ

とりが A4 で 10 枚以上のレポートを執筆しな

がら自分たちの構想を説明したり主張を展開

したりできる学生が増えた(西之園 2003)．す

なわち，協働的な学びを通して学び方を習得

してから，最終的に個人で補足的に学んで成

果をまとめることができるようになった．し

かしながら，成果の質の格差が目立っていた．

たとえば，大きなイラストなどを多用して枚

数を稼ぐといったレポートもみられた． 

 

3.1.2 第 2 期：多様性と貢献(2003~現在) 
 第 1 期の課題点は，①チームによってメン

バーが果たす機能やコミュニケーションの傾

向や目標に偏りがあった，②段階ごとのゴー

ルが不明確で流れが冗長であった，③高い自

由度で討議できる共通言語に欠けていた，な

どが原因ではないかと考え，多様なメンバー

の配分と明確な役割を分担し，ゴールを数段

階設けてアウトプットする機会と相互評価の

回数を増やし，共通テーマを設定して他チー

ムとの議論の活性化を試みた．また，チーム

構成については，株式会社コーチＡの許可を

得て「コミュニケーションスタイルインベン

トリー」を導入した．多様な学生一人ひとり

が明確な役割を担い，役割に適したモバイル

写真 1 大学での協働学習 (2010 年後期) 



 

学習支援システム(株式会社ネットマン

「C-Learning」を利用)の使い方を習得するこ

とにより，授業時間外における協働学習もマ

ネジメントできるようになった． 

これにより，第 1 期よりも十分議論できる

ようになり，最終レポートで自ら説明するた

めの材料が整うようになった（30 枚以上執筆

する学生もみられた）．なお，この実践を通し

て学習展開が安定してきたため，2007 年に学

習ガイドブックが出版され(西之園他 2007)，

学生は初めから最後まで全ての学習プロセス

を知ることができるようになり，さらに他の

教育機関でも採用され始めるようになった． 

 

3.2. 若手中学校教員を対象とした協働学習

(2008~2011) 
3.2.1 初任者の集合研修(2008～2011) 

以上のような大学での協働学習の枠組み

を，京都市内の中学校の採用 1 年目教員を対

象とした夏季集中研修（4 日間）に適用して

設計・運営した．従来は，中学校段階で教科

を超えた協力のもとに授業研究を行うことは

困難とされていたが，そのような枠組みであ

ると，とくに配属人数の少ない実技系の教科

では他の教員とつながるきっかけができない

という問題がある．また，教科内容に強くと

らわれると学習者の学びに注目できない．こ

のようなことから，同一教科の教員同士でチ

ームを組み，他教科のチームと学習成果を共

有できるような学習組織を構築した．そして，

実際に授業をビデオ撮影してきたものを分析

しながら，生徒が学ぶための授業の「わざ」

を抽出し，それを他教科の教員と共有し，授

業をシミュレートしながら設計する手法を取

り入れた（望月他 2009）．これにより，他教

科と共有できる技術があることへの気づきや，

生徒の動きから設計することへの気づきなど

がみられた．  

なお，全教科の授業のわざを共有したり，

レポートを提出したりするときは，研修会場

や市内のイントラネットや e-mail を利用

して管理した． 

 

3.2.2  2･3 年目教員の非同期分散型研修 
(2010 ※筆者が参加した実施年度) 

京都市では授業を誇る教員の育成を目指

し，採用 1 年目から 5 年までの若年期を通

じて主体的に授業研究を行う研修が行われ

ている．4 年目に校内で自主的に授業研究

会を開催できることを目指し，2･3 年目は

授業設計や授業分析を行うための研修をチ

図 1 レポート枚数の分布（2011 年後期） 

写真 2 採用 1 年目研修 (2011 年) 

図 2 採用 1 年目教員による教育技術の 
分類（2010 年度） 



 

ームで企画し，勤務校を会場にして継続的に

実施することを体験する研修に取り組んでい

る．当時の京都市総合教育センターの統括首

席指導主事が原案者であり，独立行政法人教

員研修センターによる「教育委員会と関係機

関の連携による研修カリキュラム開発事業」

において，筆者らが研修の分析を行い，改良

案を提出した(望月他 2011)． 

この研修では，校内研修を運営するための

役割と，研究作業に必要な役割といった 2 種

類の役割をチームメンバー一人ひとりが担う

ことにより進められている．これまでは指導

主事主導のみで開催されていたが，研修スケ

ジュールはチームで計画されるので全チーム

で異なり，各チームで決めたスケジュールに

沿って事前の打ち合わせ（授業の協働設計や

研究会のセッティング）や当日の進行（授業

の実施・記録・分析・再設計）が行われた．

なお，事前の打ち合わせは，e-mail や電話，

直接対面などによって行われた．  

このように，主体的に企画・運営された研

修を継続的に取り組むことにより，挑戦意欲

の高まりや授業へのメンタルモデルの変化が

みられるようになった． 

 

3.3. 中小企業の技術者および大学生を対象

とした協働学習(2009~現在) 
以上のような大学での実践，教育委員会で

の実践で得られた枠組を活かしながら，平成

21 年度から 23 年度にかけて，京都府緊急雇

用対策事業「NPO からの提案型事業」におい

て，「セイフティネットとしての『京都レッツ

ラーン大学校』の構築（インターネットと分

散学習システムを応用した自宅での専門職能

学習支援）」事業に取り組んだ（事業は現在も

継続している）．就業者の職能と求められてい

る職能とでミスマッチが起こっているため，

とくに不足している高度な専門職能を習得し

た人財育成が課題となっている．しかしなが

ら，高度な専門知識の習得が社会的に認定さ

れるのは，現段階では高額の授業料を要する

公式な高等教育機関での単位履修が求められ

ている．これを低コストで実現させ，失業者

や求職者にも学習機会の拡大を図るための手

段の一つとして，不公式な（公式教育機関以

外の場で学びながら，社会的な認定を目指す）

協働学習を提案し，試行的に実施した(堀出他 

2011)． 

専門家の知識や技能が既にメディア化さ

れた教材を用いながら，専門領域で学ぶ学生

（学習サポータ）とコーディネータが開発し

た学習課題に，参加者が協働して取り組む過

程で専門的な能力を習得するという枠組であ

図 3 採用 2・3 年目研修の流れ 

写真 3 社会人と学生の学習 (2012 年) 

図 4 学習のモチベーションに関わる項目 
(2011 年 2 講座分 n=24，３つ選び順序付けられた)



 

る．なお教材は，出版物だけでなく，CD-ROM

や専用 Web ページで動画を公開する形で提供

されるため，基本的な学習内容は個人ペース 

で事前に学習され，そこで生じた疑問点は集

合学習において問題解決型で学習課題に取り

組む中で解決できるようにスケジュールが組

まれることにより，集合学習の場所と機会を

工夫してコストダウンを図った．また能力別

表 1 これまでの協働学習と開発中のプログラム

 
大学での授業 

若手中学校教員の研修 
技術者及び学生の 

学習（試行） 

開発中の 
プログラム 
（ｺｰｽ１） 

採用 
1 年目 

採用 
2･3 年目 

期間 
(年，回) 

1999～現在 
90 分×15 回 

2008-2011
4 日間 

2010 
4･5 回/ﾁｰﾑ

2009～現在 
12 回 

2012(15 コマ
相当) 

対象 
規模 

2 回生～修士 
最多 276 名 

平均 77 名 150 名 
技術者，学生 

4～38 名 
社会人,学生
6～24 名 

ﾒﾀﾌｧ 
金工・木工の工
作技術から醸

造技術へ 

洋服仕立屋
(ﾃｰﾗｰ)のｲｰ
ｼﾞｰｵｰﾀﾞｰ 

住宅建築 
冒険旅行， 

持ち寄りパーティー 
テーマ 
パーク 

ｲﾒｰｼﾞ 
ﾓﾃﾞﾙ図 

 

開発中 

内容 

教育方法学（学
校の構想,指導
方法・評価方
法） 

授業開発，
教育技術の
共有 

授業設計，
授業分析 

電気回路基礎,CMOS
アナログ回路  

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾜｰ
ｸ，協働学習
の基礎技法，
開発技術 

ゴール 

発表，A4 サイズ
で 10 枚のレポ
ートの提出 

発表，わざ
カード，学
習指導案，
レポート 

改 良 し た
学 習 指 導
案，感想 

発表，回路図の設計,
確認テスト,実験報
告書の提出 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾜｰ
ｸや協働学習
（授業・ 研
修）の開発 

形態 
ﾌﾞﾚﾝﾃﾞｨｯﾄﾞ 集中講義 非 同 期 分

散 
ﾌﾞﾚﾝﾃﾞｨｯﾄﾞ 集合 

構成 

6 人/ﾁｰﾑ（3 ﾁｰﾑ
/学団） 

同一教科担
当 3 人/ﾁｰﾑ
（他教科 3
ﾁｰﾑ/学団）

同 一 教 科
担当4･5人

社会人・学生混合 4
人/ﾁｰﾑ 

４～6 人/ﾁｰﾑ

役割 

司会，情報技
術，音読確認，
計画管理，学習
報告，記録整理 

タイムキー
パー，課題
提 示 ， 記
録・報告 

運 営 ( 総
括,運営,
報告）研究
（授業者，
指導案 AB,
観察者） 

司会,記録報告,時間
調整,情報交換 

リーダー,タ
イムキーパ,
道具,記録 

教材 
ﾃｷｽﾄ,ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯ
ｸ，ﾌﾟﾘﾝﾄ 

ﾃｷｽﾄ,ｶﾞｲﾄﾞ
ﾌﾞｯｸ 

ﾃｷｽﾄ,ｶﾞｲ
ﾄﾞﾌﾞｯｸ 

CD-ROM，ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ ﾃｷｽﾄ,ｶﾞｲﾄﾞ
ﾌﾞｯｸ，その他
の教材 

管理 
共有 

C-Learning（株
式会社ネット
マン）※モバイ
ル対応 

会 場 内
LAN，e-mail

e-mail 協調自律学習のため
のクラウドサポート
システム，メーリン
グリスト 

メーリン グ
リスト 

指導 
支援 

大学教員，TA 講師，指導
主事 

指導主事 学習サポータ（学
生），コーディネータ 

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀ,ゲ
スト講師 

改良点 

明確な役割，成
果の相互評価
の機会増加，ｶﾞ
ｲﾄﾞﾌﾞｯｸの配布 

個々の経験
と課題の持
ち寄り，カ
ード化 

相 互 評 価
項目とﾘｸｴ
ｽ ﾄ項目の
明示 

思考の視覚化と共
有，ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾜｰｸ 

＜今後調 査
対象＞ 



 

のクラスを設けず，多様な学習目標をもつ者

同士が集まり，チーム内での相互評価とチー

ム間での相互評価を融合させることにより，

個人が抱える学習課題に即した学習目標を設

定できるようにすることで，多人数で学ぶ場

合でも対応できるようにしている． 

製造業における高度な専門技能の習得を

目指す中小企業の技術者や，その分野での就

業を目指す学習者（学生）がこうした学習機

会を獲得し，持続可能な学習文化を創造する

ことによって，地域産業の落ち込みが回復し，

雇用機会の拡大が期待できるのではないかと

考える．そのため試行講座では，工学部関係

の大学生同士による学習の実施のほか，製造

業で働く社会人と学生とが共に学ぶ機会も設

定し，学びを通じて多様な立場の相互理解や

関係づくりができることを目指したが，チー

ムメートの存在がモチベーション維持に重要

であるという参加者の声から，多様な立場が

チームになって共に学ぶという点は評価され

ているといえる．  

 

3.4. これらの取り組みから 
これまでの取り組みと，開発中の取り組み

を一覧表にすると表 1 のようになる．協働学

習にはさまざまな可能性が期待できるが，以

上の取り組みを整理すると，まず対象者のカ

テゴリーが徐々に複合化していることから，

多様性への対応が可能である．最初は教員免

許の取得を目指す大学生（能力や目標が多様）

からスタートし，中学校の若手教員（初任者

研修と 2・3 年目研修，全教科参加）を対象と

し，その後，社会人（企業経営者や技術者）

と大学生がともに学ぶ場を対象としている．

また，主にチーム学習を基本としてさまざま

なレベルの内容に適用できることが判明した．

たとえば経験を話題にしながらさまざまな人

が参加できるテーマであっても，基礎知識の

難度が高い専門領域に対しても，基本的に共

通した方法論で対応可能であった．さらに，

開発段階ではメタファやイメージなどを通じ

て開発概念を共有することが可能である．最

後に，顕著な特徴として取り上げられること

は，メディア化された教材やインターネット

や 学 習 管 理 シ ス テ ム （ LMS ， Learning 

Management System）を活用すると，多人数で

も対応できるということである(西之園他

2007)．  

 

4. 設計者育成のプログラムの実現可能性 
4.1. プログラムの概要 

本プログラムは，協働学習の体験に留まる

のではなく，設計し，実施し，評価する基礎

技術を体得し，長期大規模の協働学習の実践

成果を社会に還元することを目指す．開発の

理論的枠組みとしては組織学習と組織シンボ

リズムを参照している．最終的には当面する

課題に応じてコース１とコース２からコース

を選択できるようにする予定である．なお，

各コースとも所要時間は，将来的に修了認定

表 2 各コースデザインのスケッチ 

 課題意識 学習イメージ 

コ
ー
ス
１ 

・研修や授業の参加

態度を受動的な状

態から能動的な態

度に転換したい． 

・多人数で参加して

もチームワークを

発揮できるような

形にしたい． 

・分散している学習

グループを ICT 活

用によって協働学

習として組織化し

たい． 

・最新の知識をメデ

ィア化して多分野

で協働学習できる

教材を開発したい．

 

学ぶ場と素

材を創る 
  

実現したい状態を

イメージとして描

き，ワークを体験し

たり，設計モデルを

用いて協働的な学

び場を設計し，模擬

的に実施してみる．

コ
ー
ス
２ 

実践の企画や成果

を論文として発表

する．報告書や企画

書などとして社会

に広く公表したい．

 

研究や開発

を持続可能

な事業とす

る基盤を築

く 
  

協働的な学びを持

続させる上で補助

金や協力を得るた

めに，企画書や実践

論文等の言語を英

語・日本語から選択

し，論理的に展開で

きるように練習す

る． 



 

できることを想定し，大学で 2 単位相当を基

本とする時間配当で設ける． 

 

4.2. 対象者 

研修や授業の開発においてはさまざまな

課題があると考えられるが，本プログラムは

たとえば表 2 のような課題意識をもつ人（教

員，FD に携わる大学の職員や教員，教員を目

指す大学生，研修講師，教員研修の担当者，

企業内研修の担当者）に役立つだろう． 

 

4.3. 試行講座（コース１）の計画 
このようなコンセプトでプログラムを開

発するにあたり，まずコース１を設計して試

行的に実施する予定である．コース１では，

効果的なコミュニケーションワークや協働的

な学習を体験することを通じて，教えること

（教わること）から学ぶことへの転換を図り，

各々で当面する課題に適した授業や研修を開

発することを目指す． 

 

4.4. 参加方法（予定） 
コース１では，参加者が各々の学び場に求

めることを掘り下げていきながら協働的な学

びを体験し，授業や研修を設計するためのツ

ールを獲得しながら最終的に授業や研修のワ

ークを協働設計できるように構築する．なお，

実施内容は状況をみて調整し，本講座を設計

する際に調整結果を適用させる予定である． 

 

5. 今後の計画 
5.1. 実施調査 

表 1 の項目を用いて計画内容を分類して記

述し，計画段階と実施後の変化を確認する．

本プログラムは，協働学習の設計者の育成を

目指すという新たなコンセプトを導入するた

め，これまでの実践を構成していた有効手段

を混合させたり新たなものを追加したりしな

がら計画する必要がある． 

 

5.2. 調査方法 
計画段階の記述と実施結果を比較し，変化

がみられた部分を中心にファシリテータにイ

ンタビューし，どのような判断がなされたの

表 3 コース１デザインの初期スケッチ 

１

6h

はじまり

のワーク 

協働(同)学習とは？，自

己紹介・学びの場づく

りに関するワーク紹

介・体験 

２

多様な価

値観に触

れる 

ワーク体験と問の共有

・参加態度の変化が起

こるには？ 

・学びにコミュニケー

ションは必要か？ 

・基礎能力が無いと応

用はできないか？ 

・能力の育成と学びの

楽しさは両立できる

か？ 

３
課題を見

出す 

ロールプレイで考える

協働と学び，自分たち

の課題 

４

6h

コミュニ

ケーショ

ンワーク

を創る 

・コミュニケーション

ワークを創るための基

礎ツールの獲得 

・私たちの課題からみ

えてくる「こういうコ

ミュニケーションワー

クがあったらいいな」

を設計する 

５

コミュニ

ケーショ

ンワーク

の発表と

ふりかえ

り 

・創作コミュニケーシ

ョンワークの発表と相

互評価 

・ふりかえりの重要性

について 

・相互評価とその意味、

効果 

６

6h

授業・研

修をデザ

インする

ためのモ

デル活用

の練習 

開発チームを構成し，

開発モデルの活用の練

習を行う 

７

授業・研

修をデザ

インする 

チームで模擬授業・研

修を設計し，設計内容

を相互評価する 

８

6h

模擬実習

と再設計 

模擬授業・研修を実際

に行い，記録をとって

分析を行い，再設計す

る 

９

授業・研

修のメデ

ィア化 

模擬研修を素材にし

て，メディア化し，学

習教材化する方法を習

得する 

 



 

かを調査する．その結果，協働学習の設計者

を育成する上で，これまでの実践で有効であ

ったものと，新たに追加されるものを明らか

にする． 

 

5.3. 課題 

これまでの取り組みでは，学習者の様子に

合わせて設計方法や教材，評価方法などに焦

点を当てて検討してきた．今後，協力してい

ただける方を増やしたり取り組みを広く流通

させたりするためには，メンターやファシリ

テータの在り方にも注目する必要があるだろ

う．  
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